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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】取引に際して特定の取引者識別データの登録及
び使用を推奨し、取引の安全性の向上及び取引時間の短
縮を可能にする自動取引装置を提供する。
【解決手段】取引者毎の取引口座を特定する取引口座特
定情報とこれに各々対応する暗証番号との対応関係を第
１の口座データとして保持する口座データ保持手段と、
取引口座特定情報及び暗証番号を取込むデータ取込手段
と、取引口座特定情報及び暗証番号の対応関係が、口座
データ保持手段に保持された対応関係と一致するかを判
定する照合判定手段と、対応関係の一致が判定された場
合に、取引者の各々に対応する少なくとも１種類の取引
者識別データの操作入力を要求する取引者識別データ要
求手段と、を備え、データ取込手段は、要求に応じて入
力されたデータを取引者識別データとして取込み、口座
データ保持手段は、取引口座特定情報と取込まれた取引
者識別データとの対応関係を第２の口座データとして保
持する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　取引者の指定した取引口座を介した前記取引者との口座取引処理を司る自動取引装置で
あって、
　前記取引者毎の取引口座を特定する取引口座特定情報とこれに各々対応する暗証番号と
の対応関係を第１の口座データとして保持する口座データ保持手段と、
　入力操作に応じて指定された取引口座特定情報及び暗証番号を取込むデータ取込手段と
、
　前記データ取込手段に取込まれた取引口座特定情報及び暗証番号の対応関係が、前記口
座データ保持手段に保持された対応関係と一致するか否かを判定する照合判定手段と、
　前記対応関係の一致が判定された場合に、前記取引者の各々に対応する少なくとも１種
類の取引者識別データの操作入力を要求する取引者識別データ要求手段と、を備え、
　前記データ取込手段は、前記要求に応じた入力操作によって入力されたデータを前記取
引者識別データとして取込み、
　前記口座データ保持手段は、前記取引口座特定情報と当該取込まれた前記取引者識別デ
ータとの対応関係を第２の口座データとして保持することを特徴とする自動取引装置。
【請求項２】
　前記照合判定手段は、前記口座データ保持手段が前記第２の口座データを保持している
か否かを判定し、
　前記第２の口座データを保持していないと判定された場合に、
　前記取引者識別データ要求手段は、前記少なくとも１種類の取引者識別データの操作入
力を要求することを特徴とする請求項１に記載の自動取引装置。
【請求項３】
　前記照合判定手段は、前記口座データ保持手段が前記第２の口座データを保持している
か否かを判定し、
　前記第２の口座データの保持が判定された場合に、前記口座取引処理を実行する口座取
引処理実行手段を備えることを特徴とする請求項１又は２に記載の自動取引装置。
【請求項４】
　取引開始の時点において、前記口座データ保持手段が前記第２の口座データを保持して
いる場合に、
　前記取引者識別データ要求手段は、前記取引者識別データの操作入力を要求し、
　前記データ取込手段は、前記要求に応じた入力操作によって取引者識別データとして入
力されたデータを取込み、
　前記照合判定手段は、前記取込まれた取引口座特定情報及び暗証番号並びに前記取込ま
れた前記取引口座特定情報及び前記取込まれた前記取引者識別データとして入力されたデ
ータの対応関係と、前記保持された前記第１の口座データ及び前記保持された前記第２の
口座データにおける対応関係と、が一致するか否かを判定し、
　前記対応関係の一致が判定された場合に、前記口座取引処理を実行する口座取引処理実
行手段を備えることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の自動取引装置。
【請求項５】
　前記照合判定手段は、前記取引者識別データが前記データ取込手段に取込まれているか
否かを判定し、前記取引者識別データが取込まれていないと判定した場合に、前記口座取
引処理を開始しないか又は中止することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記
載の自動取引装置。
【請求項６】
　前記取引者識別データ要求手段は、少なくとも１種類の取引者識別データを指定して
操作入力を要求し、
　前記取込まれた前記取引者識別データが、前記指定された取引者識別データであるか否
かを判定する取引者識別データ判定手段を備え、
　前記口座データ保持手段は、前記指定された取引者識別データであると判定された場合
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に、前記第２の口座データを保持することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に
記載の自動取引装置。
【請求項７】
　前記取引者識別データは、前記取引者の各々に対応する複数種類の識別データの中から
選択される１つ以上の識別データであることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項
に記載の自動取引装置。
【請求項８】
　前記取引者識別データ要求手段は、１種類以上の取引種別について選択入力を要求し、
　前記照合判定手段は、前記要求に応じて選択された取引種別に応じて前記口座取引処理
を実行するか否かを判定することを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の自
動取引装置。
【請求項９】
　入力部及び媒体読取手段を有し、
　前記取引者識別データの取込みは、入力部を介した入力操作情報の取込み、媒体読取手
段を介しての媒体に担持された電子データ又はコードの読み取りによってなされることを
特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の自動取引装置。
【請求項１０】
　前記取引者識別データを保持する媒体を撮像して前記媒体の撮像データを前記データ取
込手段に供給する撮像入力手段を備え、
　前記第２の口座データは、前記媒体の撮像データを含むことを特徴とする請求項１乃至
９のいずれか１項に記載の自動取引装置。
【請求項１１】
　前記取引者識別データを保持する媒体を撮像して前記媒体の撮像データを前記データ取
込手段に供給する撮像入力手段を備え、
　前記取引者識別データの取込みは、前記撮像入力手段から供給される撮像データの取込
みによってなされることを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の自動取引
装置。
【請求項１２】
　前記取引者識別データは、前記取引者のマイナンバー又は法人ナンバーであることを特
徴とする請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の自動取引装置。
【請求項１３】
　取引者の指定した取引口座を介した前記取引者との口座取引処理を司る自動取引システ
ムであって、
　前記取引者毎の取引口座を特定する取引口座特定情報とこれに各々対応する暗証番号と
の対応関係を第１の口座データとして保持する口座データ保持手段と、
　入力操作に応じて指定された取引口座特定情報及び暗証番号を取込むデータ取込手段と
、
　前記データ取込手段に取込まれた取引口座特定情報及び暗証番号の対応関係が、前記口
座データ保持手段に保持された対応関係と一致するか否かを判定する照合判定手段と、
　前記対応関係の一致が判定された場合に、前記取引者の各々に対応する少なくとも１種
類の取引者識別データの操作入力を要求する取引者識別データ要求手段と、を備え、
　前記データ取込手段は、前記要求に応じた入力操作によって入力されたデータを前記取
引者識別データとして取込み、
　前記口座データ保持手段は、前記取引口座特定情報と当該取込まれた前記取引者識別デ
ータとの対応関係を第２の口座データとして保持することを特徴とする自動取引システム
。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の自動取引システムであって、
　少なくとも１つの自動取引装置を含み、
　前記照合判定手段は、前記口座データ保持手段が前記第２の口座データを保持している
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か否かを判定し、
　前記第２の口座データの保持がされていないと判定された場合に、
　前記自動取引装置の前記取引者識別データ要求手段は、当該自動取引システム内の、自
動取引装置ではない他の手段による前記取引者識別データの操作入力を要求することを特
徴とする自動取引システム。
【請求項１５】
　取引者の指定した取引口座を介した前記取引者との口座取引処理を司る自動取引装置の
コンピュータに実行させるプログラムであって、
　口座データ保持手段が、前記取引者毎の取引口座を特定する取引口座特定情報とこれに
各々対応する暗証番号との対応関係を第１の口座データとして保持する第１の口座データ
保持ステップと、
　データ取込手段が、入力操作に応じて指定された取引口座特定情報及び暗証番号を取込
むデータ取込ステップと、
　照合判定手段が、前記データ取込ステップにおいて取込まれた取引口座特定情報及び暗
証番号の対応関係と、前記口座データ保持ステップにおいて保持された対応関係と、が一
致するか否かを判定する照合判定ステップと、
　前記照合判定ステップにおいて前記対応関係の一致が判定された場合に、取引者識別デ
ータ要求手段が、前記取引者の各々に対応する少なくとも１種類の取引者識別データの操
作入力を要求する取引者識別データ要求ステップと、
　前記データ取込手段が、前記取引者識別データ要求ステップにおける前記要求に応じた
入力操作によって入力されたデータを前記取引者識別データとして取込む取引者識別デー
タ取込ステップと、
　前記口座データ保持手段が、前記取引口座特定情報と前記取引者識別データ取込ステッ
プにおいて取込まれた前記取引者識別データとの対応関係を第２の口座データとして保持
する第２の口座データ保持ステップと、
　を実行させることを特徴とする自動取引プログラム。
【請求項１６】
　取引者の指定した取引口座を介した前記取引者との口座取引処理を司る自動取引装置で
あって、
　前記取引者が指定した取引口座を特定する取引口座特定情報を取込む取引口座取込手段
と、
　前記取引者に対応する少なくとも１種類の取引者識別データの入力を要求する取引者識
別データ要求手段と、
　前記要求に応じて入力されたデータを前記取引者識別データとして取込む取引者識別デ
ータ取込手段と、
　前記取引口座特定情報と当該取込まれた前記取引者識別データとを対応付けて、取引者
識別口座データとして保持する口座データ保持手段とを備えることを特徴とする自動取引
装置。
【請求項１７】
　入力部及び媒体読取手段を有し、
　前記取引者識別データ取込手段は、入力部を介したデータの取込み、又は媒体読取手段
を介して媒体に担持された電子データ若しくはコードを読取ることによって前記取引者識
別データを取込むことを特徴とする請求項１６に記載の自動取引装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動取引装置、自動取引システム及び自動取引プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　銀行等の金融機関の現金自動預け払い機（ＡＴＭ：Automated Teller Machine）や現金
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自動支払い機（ＣＤ：Cash Dispenser）等のいわゆる自動取引装置は、例えば、挿入され
たキャッシュカードやクレジットカード等の取引カード或いは取引口座通帳その他取引に
必要な情報を記録した媒体から情報を読み取って口座データを取得し、口座取引処理を実
行する。
【０００３】
　かかる自動取引装置は、キャッシュカード等から取得され、口座を特定する情報である
口座データに加えて、他の識別情報を使用して本人確認等の処理を行う場合もある。当該
他の識別情報として、金融機関側の取引口ではなく、利用者自身の取引者としての識別子
（取引者識別データ）を使用することができる。取引者識別データを使用することで、金
融機関等にとっても、取引者にとっても取引に要する時間を短縮できる。但し、そのよう
な識別情報は、取引を行う金融機関等に予め登録されている必要がある。
【０００４】
　例えば、特許文献１には、銀行の営業店の窓口に設置され、行員の操作により顧客の電
子証明書発行番号と口座番号とを関連付けるための登録処理を行う営業店端末が開示され
ている。また、特許文献２には、書類の画像データとユーザの個人番号をユーザの識別情
報に対応付けしつつ登録する登録手段を有する個人番号管理システムが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１６－１４３２８５号公報
【特許文献２】特開２０１６－１３９３２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　金融機関等に登録されている取引者識別データを使用する取引処理においては、例えば
、取引の安全性の強化や各種手続きの所要時間短縮を実現するために、可能な限り多数の
利用者が当該取引者識別データを登録することが望まれる。例えば、個人番号、免許証番
号、パスポート番号、社会保険番号等の特定の取引者識別データを予め登録しておくこと
で、取引の安全性の強化や手続きの時間短縮が図られる場合が想定される。
【０００７】
　また、従来の自動取引装置においては、当該登録は金融機関等の窓口で行われることも
多く、手続き可能な時間帯が限られ、また、手続きが煩雑で時間がかかるなど、取引者識
別データの登録をする流れが生じ難いことが課題の一つとして上げられる。
【０００８】
　本発明は、上述の点に鑑みてなされたものであり、自動取引装置における取引に際して
特定の取引者識別データの登録及び使用を推奨し、取引の安全性の向上及び取引にかかる
時間の短縮を可能にする自動取引装置、自動取引システム及び自動取引プログラムを提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の自動取引装置は、取引者の指定した取引口座を介した前記取引者との口座取引
処理を司る自動取引装置であって、前記取引者毎の取引口座を特定する取引口座特定情報
とこれに各々対応する暗証番号との対応関係を第１の口座データとして保持する口座デー
タ保持手段と、入力操作に応じて指定された取引口座特定情報及び暗証番号を取込むデー
タ取込手段と、前記データ取込手段に取込まれた取引口座特定情報及び暗証番号の対応関
係が、前記口座データ保持手段に保持された対応関係と一致するか否かを判定する照合判
定手段と、前記対応関係の一致が判定された場合に、前記取引者の各々に対応する少なく
とも１種類の取引者識別データの操作入力を要求する取引者識別データ要求手段と、を備
え、前記データ取込手段は、前記要求に応じた入力操作によって入力されたデータを前記
取引者識別データとして取込み、前記口座データ保持手段は、前記取引口座特定情報と当
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該取込まれた前記取引者識別データとの対応関係を第２の口座データとして保持すること
を特徴とする。
【００１０】
　本発明の自動取引システムは、取引者の指定した取引口座を介した前記取引者との口座
取引処理を司る自動取引システムであって、前記取引者毎の取引口座を特定する取引口座
特定情報とこれに各々対応する暗証番号との対応関係を第１の口座データとして保持する
口座データ保持手段と、入力操作に応じて指定された取引口座特定情報及び暗証番号を取
込むデータ取込手段と、前記データ取込手段に取込まれた取引口座特定情報及び暗証番号
の対応関係が、前記口座データ保持手段に保持された対応関係と一致するか否かを判定す
る照合判定手段と、前記対応関係の一致が判定された場合に、前記取引者の各々に対応す
る少なくとも１種類の取引者識別データの操作入力を要求する取引者識別データ要求手段
と、を備え、前記データ取込手段は、前記要求に応じた入力操作によって入力されたデー
タを前記取引者識別データとして取込み、前記口座データ保持手段は、前記取引口座特定
情報と当該取込まれた前記取引者識別データとの対応関係を第２の口座データとして保持
することを特徴とする。
【００１１】
　本発明の自動取引プログラムは、取引者の指定した取引口座を介した前記取引者との口
座取引処理を司る自動取引装置のコンピュータに実行させるプログラムであって、口座デ
ータ保持手段が、前記取引者毎の取引口座を特定する取引口座特定情報とこれに各々対応
する暗証番号との対応関係を第１の口座データとして保持する第１の口座データ保持ステ
ップと、データ取込手段が、入力操作に応じて指定された取引口座特定情報及び暗証番号
を取込むデータ取込ステップと、照合判定手段が、前記データ取込ステップにおいて取込
まれた取引口座特定情報及び暗証番号の対応関係と、前記口座データ保持ステップにおい
て保持された対応関係と、が一致するか否かを判定する照合判定ステップと、前記照合判
定ステップにおいて前記対応関係の一致が判定された場合に、取引者識別データ要求手段
が、前記取引者の各々に対応する少なくとも１種類の取引者識別データの操作入力を要求
する取引者識別データ要求ステップと、前記データ取込手段が、前記取引者識別データ要
求ステップにおける前記要求に応じた入力操作によって入力されたデータを前記取引者識
別データとして取込む取引者識別データ取込ステップと、前記口座データ保持手段が、前
記取引口座特定情報と前記取引者識別データ取込ステップにおいて取込まれた前記取引者
識別データとの対応関係を第２の口座データとして保持する第２の口座データ保持ステッ
プと、を実行させることを特徴とする。
【００１２】
　本発明の自動取引装置は、取引者の指定した取引口座を介した前記取引者との口座取引
処理を司る自動取引装置であって、前記取引者が指定した取引口座を特定する取引口座特
定情報を取込む取引口座取込手段と、前記取引者に対応する少なくとも１種類の取引者識
別データの入力を要求する取引者識別データ要求手段と、前記要求に応じて入力されたデ
ータを前記取引者識別データとして取込む取引者識別データ取込手段と、前記取引口座特
定情報と当該取込まれた前記取引者識別データとを対応付けて、取引者識別口座データと
して保持する口座データ保持手段とを備えることを特徴とする。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施例であるＡＴＭの構成を示すブロック図である。
【図２】図１のＡＴＭの外観を示す斜視図である。
【図３】図１のＡＴＭの取引制御ルーチンの例を示すフローチャートである。
【図４】図３に続く取引制御ルーチンの例を示すフローチャートである。
【図５Ａ】図１のＡＴＭのディスプレイにおける表示の例を示す図である。
【図５Ｂ】図１のＡＴＭのディスプレイにおける他の表示の例を示す図である。
【図５Ｃ】図１のＡＴＭのディスプレイにおける他の表示の例を示す図である。
【図５Ｄ】図１のＡＴＭのディスプレイにおける表示の例を示す図である。
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【図５Ｅ】図１のＡＴＭのディスプレイにおける他の表示の例を示す図である。
【図６】図４の取引制御ルーチンの例の一部を示すフローチャートである。
【図７Ａ】図１のＡＴＭのディスプレイにおける表示の例を示す図である。
【図７Ｂ】図１のＡＴＭのディスプレイにおける他の表示の例を示す図である。
【図７Ｃ】図１のＡＴＭのディスプレイにおける他の表示の例を示す図である。
【図７Ｄ】図１のＡＴＭのディスプレイにおける他の表示の例を示す図である。
【図７Ｅ】図１のＡＴＭのディスプレイにおける他の表示の例を示す図である。
【図８Ａ】図１のＡＴＭのディスプレイにおける他の表示の例を示す図である。
【図８Ｂ】図１のＡＴＭのディスプレイにおける他の表示の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【実施例】
【００１４】
　図１は、本発明の自動取引装置の実施例としてのＡＴＭ（Automated Teller Machine）
１００の構成を示している。ＡＴＭ１００を含む自動取引システム２００の構成を示して
いる。ＡＴＭ１００は、例えば、金融機関の各支店に設置され、夫々金融機関のホストコ
ンピュータ（以下、単にホストとも称する）３００及びＣＲＭサーバ４００に接続されて
いる。
【００１５】
　図２に示すように、ＡＴＭ１００は、角柱形状の筐体を有している。当該筐体の頂面に
は、ユーザインターフェース部１４、紙幣入出口１６及び硬貨入出口１７が設けられてい
る。また、当該筐体は、当該頂面の一辺から突出した突出部を有している。当該突出部に
は、通帳挿入排出口１９及びカード挿入排出口２１が設けられている。当該筐体の側面の
うち、表示部が設けられている側は前面側、突出部が設けられている側は背面側である。
ＡＴＭ１００を使用する取引者（以下、使用者あるいは顧客ともいう）は、ＡＴＭ１００
の当該前面側に立つことで、ユーザインターフェース部１４からの入力やカード挿入等の
操作をすることができる。
【００１６】
　図１に示すＡＴＭ１００の動作は、制御部１１によって制御される。制御部１１は、Ａ
ＴＭ１００を操作する取引者が行う取引に関連する案内、選択等の表示を制御する表示制
御部１１Ａを備えている。また、制御部１１は、取引者によって入力される情報及びＣＲ
Ｍサーバに保存されている情報などの情報を取り込むデータ取込手段（又は取引口座取込
手段及び取引者識別データ取込手段）としての情報取込部１１Ｂを備えている。また、制
御部１１は、取引に関する暗証番号等の情報について照合及び判定を行う照合判定手段と
しての照合判定部１１Ｃを備えている。
【００１７】
　通信部１２は、制御部１１の指示に従って外部とのデータの送受信等の通信を行うため
のＮＩＣ（Network Interface Card）等のネットワークアダプタである。通信部１２は、
例えば、取引制御において生ずるホストコンピュータ３００やＣＲＭサーバ４００等の外
部機器との通信を行う。
【００１８】
　記憶部１３は、制御部１１の処理に必要なデータ及び処理において発生するデータを適
宜記憶するハードディスク、フラッシュメモリ、ＳＳＤ（Solid State Drive）、ＲＡＭ
（Random Access Memory）等の記憶装置である。
【００１９】
　ユーザインターフェース部１４は、図２に示すようにＡＴＭ１００の前面に設けられて
いる。ユーザインターフェース部１４は、表示部としてのディスプレイ１４Ａと、ディス
プレイ１４Ａの表示面を覆う入力部としてのタッチパッド１４Ｂとを含む。
【００２０】
　ティスプレイ１４Ａは、制御部１１から供給された操作表示信号に基づき、各種の操作
画面又はメッセージ等を含む取引画面（取引者等が取引種別の選択し得る取引選択画面、
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及び取引内容の入力を受け付ける取引内容受付画面を含む）を表示する表示器（例えば、
液晶表示装置）からなる。
【００２１】
　タッチパッド１４Ｂは、使用者がディスプレイ１４Ａに表示された内容に対応した領域
に触れると、当該表示された内容に対応した操作信号を制御部１１に供給する（例えば、
感圧式又は静電式の）タッチパッドである。
【００２２】
　現金入出機構１５は、制御部１１から供給された開閉制御信号に応じて、ＡＴＭ１００
の前面に設けられた紙幣入出口１６及び硬貨入出口１７のシャッタの開閉を行う。また、
現金入出機構１５は、制御部１１から供給された現金引出信号に応じて、紙幣又は硬貨が
格納されている現金格納庫（図示せず）から、当該現金引出信号にて示される金額に対応
した紙幣又は硬貨を取り出して、それぞれ紙幣入出口１６及び硬貨入出口１７に導出する
。更に、現金入出機構１５は、使用者が紙幣入出口１６又は硬貨入出口１７に投入した紙
幣又は硬貨を取り込み、現金格納庫に格納する。
【００２３】
　通帳記帳機１８は、図２に示すようにＡＴＭ１００の前面に設けられた通帳挿入排出口
１９に顧客の預金通帳が挿入されると、これを取り込む。この際、通帳記帳機１８は、制
御部１１から供給された取引結果信号にて示される取引内容、及び当該取引の実行日時等
を、顧客の預金通帳に書き込む。当該書き込みが終了すると、通帳記帳機１８は、顧客の
預金通帳を通帳挿入排出口１９から排出する。
【００２４】
　媒体読取手段としてのカード読取印刷機２０は、図２に示すＡＴＭ１００の前面に設け
られたカード挿入排出口２１に顧客の取引カードが挿入されると、当該取引カードを取り
込んで当該取引カードが保持している情報を読み取る。この読み取りは、取引カードのエ
ンボス、磁気ストライプ又はＩＣチップを読み取ることで行われる。
【００２５】
　取引カードは、カード情報を保持している。カード情報は、例えば、当該取引カードの
名義人に関する情報及び銀行等の金融機関の口座を特定する情報である取引口座特定情報
を含む。すなわち、当該取引カードは、ＡＴＭ１００を操作する取引者の取引口座特定情
報を含む情報を保持している。カード読取印刷機２０は、読み取ったカード情報を制御部
１１に供給する。
【００２６】
　また、カード読取印刷機２０は、制御部１１からカード排出信号が供給された場合には
、取り込んだ取引カードをカード挿入排出口２１から排出させる。また、カード読取印刷
機２０は、制御部１１から供給された取引明細プリント信号に応じて、当該取引明細プリ
ント信号にて表される取引結果を明細票用紙に印刷する。当該明細票は、取引カードと共
にカード挿入排出口２１から送出される。
【００２７】
　撮像入力手段としての撮像入力部２２は、スキャナ等の撮像装置であり、取引者識別デ
ータを担持する媒体及び本人証明資料等の書類の画像を取得することができる。また、撮
像入力部２２は、取得した画像の情報である撮像データを制御部１１に供給することがで
きる。
【００２８】
　ＡＴＭ１００は、カード情報に加えて、取引者の各々に対応する取引者識別データを制
御部１１に供給することが可能である。取引者識別データは例えば、タッチパッド１４Ｂ
によって入力され、情報取込部１１Ｂによって取込まれる。
【００２９】
　取引者識別データは、例えば行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利
用等に関する法律（番号法）に定められる個人番号及び法人番号であっても良い。
また、取引者識別データは、各個人及び法人に各々対応付けられた固有の番号、記号、或
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いはこれらの組み合わせであっても良い。
【００３０】
　例えば、取引者識別データは、免許証番号、パスポート番号、保険証番号、住民票コー
ド、社会保障番号等であっても良い。取引者識別データは、特定の金融機関側の取引口と
しての識別子ではなく、利用者自身の取引者としての識別子であれば良い。
【００３１】
　本実施例においては、取引者識別データとして、行政手続きにおける特定の個人を識別
するための番号の利用等に関する法律（番号法）に定められる個人番号（マイナンバー）
を用いる場合を例に説明する。
【００３２】
　制御部１１は、カード読取印刷機２０から供給された口座特定情報をＣＲＭサーバ４０
０に送信して、ＣＲＭサーバ４００に当該口座特定情報に応じた顧客情報（第１の口座デ
ータ）を要求する。当該第１の口座データは、口座データ保持手段としてのＣＲＭサーバ
４００内の顧客情報データベース（ＤＢ）４００Ａ内に保存（保持）されている。また、
当該口座データは、取引者毎の取引口座特定情報とこれに各々対応する暗証番号との対応
関係として保持されている。
【００３３】
　表示制御部１１Ａは、ディスプレイ１４Ａを制御して取引に関連する取引種別選択画面
等の画面を表示させる。例えば、表示制御部１１Ａは、タッチパッド１４Ｂを介した取引
者の入力操作によって取引の選択が可能な選択画面をディスプレイ１４Ａに表示させる。
また、表示制御部１１Ａは、顧客情報に基づいて、所定の振込先及び振込手数料等、選択
された取引に関する情報をディスプレイ１４Ａに表示させる。
【００３４】
　情報取込部１１Ｂは、口座特定情報、暗証番号、取引者識別データ等の情報及びその他
の選択された取引種別を示す情報などを取込む。情報取込部１１Ｂは、取引カード又はタ
ッチパッド１４Ｂ等によって入力された情報を取込む。
【００３５】
　照合判定部１１Ｃは、ＣＲＭサーバ４００からの口座データに含まれる暗証番号と、タ
ッチパッド１４Ｂによって入力された暗証番号とが一致するか否かの判定を行う。また、
照合判定部１１Ｃは、例えばタッチパッド１４Ｂによって入力されたデータを取引者識別
データとして情報取込部１１Ｂが取込んだ場合に、当該データが取引者識別データである
ための条件を満たしているか否かを判定する。例えば、当該取引者識別データであるため
の条件を満たしていると判定された場合、当該取引者識別データと、口座特定情報との対
応関係が、第２の口座データ（取引者識別口座データ）として、例えばＣＲＭサーバ４０
０に保持される。
【００３６】
　図３及び図４は、ＡＴＭ１００が実行する取引制御ルーチンＲ１を示すフローチャート
である。制御部１１は、例えば電源が投入されると、取引制御ルーチンＲ１を実行する。
なお、ＡＴＭ１００に人感センサ等を設けて、顧客がＡＴＭ１００に近づいたことが検出
された際に取引制御ルーチンが実行されるようにしてもよい。
【００３７】
　図３に示すように、ステップＳ１において、制御部１１の表示制御部１１Ａは、ディス
プレイ１４Ａに、取引種別選択画面（以下、受付案内画面又は受付画面ともいう）を表示
させる。ステップＳ１で表示される取引種別選択画面は、例えば図５Ａに示すような所望
の取引の選択入力の他、取引者識別データ（マイナンバー）を登録するマイナンバー登録
の選択入力を取引者に促す表示画面である。
【００３８】
　図５Ａの表示画面では、「お預入れ」、「お引出し」等の取引が選択されると、顧客が
取引を行う際に操作する画面を表示させるための通常取引選択ボタン群Ａ１（図中破線内
）が表示されている。また、図５Ａの表示画面には、ＡＴＭ１００を操作する顧客がマイ
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ナンバーを登録する場合に操作する画面に遷移するためのボタンとして、「マイナンバー
登録」ボタンＡ２が用意されている。
【００３９】
　制御部１１は、ステップＳ１の実行後、取引種別が選択されたか否かを判定する（ステ
ップＳ２）。具体的には、制御部１１は、タッチパッド１４Ｂを介して通常取引ボタン群
Ａ１又は「マイナンバー登録」ボタンＡ２（図５Ａ）の何れかのボタンが押されたか否か
を判定する。
【００４０】
　制御部１１は、ステップＳ２において、取引種別が選択されたと判定する（ステップＳ
２：ＹＥＳ）と、表示制御部１１Ａを介して、取引者にカードの挿入を促す画面を表示す
る（ステップＳ３）。ステップＳ３において、表示制御部１１Ａは、例えば、図５Ｂに示
すようなカード挿入要求画面をディスプレイ１４Ａに表示させる。
【００４１】
　制御部１１は、図５Ａに示すような表示画面で取引種別が選択されていないと判定する
（ステップＳ２：ＮＯ）と、ステップＳ１に戻り、取引種別選択画面を再度ディスプレイ
１４Ａに表示させる。
【００４２】
　制御部１１は、ステップＳ３の実行後、情報取込部１１Ｂにカード情報が取込まれたか
否かを判定する（ステップＳ４）。ステップＳ３及びステップＳ４において、情報取込部
１１Ｂは、データ取込部又は取引口座取込手段として機能する。
【００４３】
　制御部１１は、ステップＳ４において、カード情報が取込まれたと判定する（ステップ
Ｓ４：ＹＥＳ）と、例えば、図５Ｃに示すような取引者に暗証番号の入力を促す画面（暗
証番号入力画面）をディスプレイ１４Ａに表示させる（ステップＳ５）。
【００４４】
　制御部１１は、ステップＳ４において、カード情報が取込まれていないと判定する（ス
テップＳ４：ＮＯ）と、ステップＳ３に戻り、カード挿入要求画面を再度ディスプレイ１
４Ａに表示させる。
【００４５】
　制御部１１は、ステップＳ５の実行後、カード情報に対応する暗証番号が入力されたか
否かを判定する。すなわち、カード情報に含まれる口座特定情報によって特定される取引
口座に対応する暗証番号が入力されたか否かが判定される。
【００４６】
　より詳細には、ＣＲＭサーバ４００内の顧客情報ＤＢ４００Ａ内に保存されている口座
データにおいて、取引口座特定情報とこれに対応する暗証番号との対応関係と、カード情
報によって特定された取引口座特定情報と入力された暗証番号との対応関係と、が一致す
るか否かを、照合判定部１１Ｃが判定する。
【００４７】
　制御部１１は、ステップＳ６において、カード情報に対応する暗証番号が取込まれてい
ないと判定する（ステップＳ６：ＮＯ）と、ステップＳ５に戻り、暗証番号入力要求画面
を再度ディスプレイ１４Ａに表示させる。
【００４８】
　制御部１１は、ステップＳ６において、カード情報に対応する暗証番号が取込まれたと
判定する（ステップＳ６：ＹＥＳ）と、図４に示すように、当該カード情報によって特定
される口座に対応するマイナンバーが登録されているか否かを判定する（ステップＳ７）
。
【００４９】
　制御部１１は、ステップＳ７において、口座に対応するマイナンバーが登録されていな
いと判定する（ステップＳ７：ＮＯ）と、マイナンバー登録ルーチンを実行する（ステッ
プＳ８）。マイナンバー登録ルーチンにおいて、口座データ保持手段としてのＣＲＭサー
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バ４００内の顧客情報ＤＢ４００Ａ内に保存されることで、マイナンバーが登録される。
当該マイナンバーの登録において、取引者の取引口座特定情報と、入力されたマイナンバ
ーとの対応関係が、第２の口座データとして保存される。
【００５０】
　制御部１１は、ステップＳ８の実行後、取引を開始するか否かを判定する（ステップＳ
９）。ステップＳ９の判定は、例えば、取引を開始するか否かの選択ボタンがディスプレ
イ１４Ａに表示され、選択入力の結果に基づいて行われても良い。また、ステップＳ９の
判定は、ステップＳ１において選択されている取引種別に基づいて行われても良い。例え
ば、ステップＳ１において、いずれかの取引が選択されていた場合には、ステップＳ９に
おいて取引を開始すると判定しても良い。また、ステップＳ１において、「マイナンバー
登録」が選択されていた場合には、ステップＳ９において取引を開始しないと判定しても
良い。
【００５１】
　制御部１１は、ステップＳ９において、取引を開始すると判定する（ステップＳ９：Ｙ
ＥＳ）と、取引が許可されるか否かを判定する（ステップＳ１０）。ステップＳ１０の判
定は、例えば、ホスト３００との通信によってホスト３００が取引を許可したか否かを照
合判定部１１Ｃが判定することによって行われても良い。また、ステップＳ１０の判定は
、例えば、取引を開始する時点で（すなわち、ステップＳ１０の開始時点）マイナンバー
が登録されている場合に、照合判定部１１Ｃが、取引が許可されると判定することによっ
て行われても良い。
【００５２】
　制御部１１は、ステップＳ９において、取引を開始しないと判定する（ステップＳ９：
ＮＯ）と、制御ルーチンＲ１を終了する。
【００５３】
　制御部１１は、ステップＳ１０において、取引が許可されると判定する（ステップＳ１
０：ＹＥＳ）と、取引種別に応じて取引処理を実行する（ステップＳ１１）。例えば、取
引が「引出し」の場合には、現金入出機構１５に、現金格納庫（図示せず）から、当該取
引内容に含まれる金額に対応した紙幣又は硬貨を取り出させ、それぞれ紙幣入出口１６及
び硬貨入出口１７に導出させる。
【００５４】
　制御部１１は、ステップＳ７において、口座に対応するマイナンバーが登録されている
と判定する（ステップＳ７：ＹＥＳ）と、マイナンバーの操作入力を要求する画面をディ
スプレイ１４に表示させる（ステップＳ１２）。当該マイナンバー入力要求画面の表示は
、例えば図５Ｄに示すようにテンキーを表示して行われる。
【００５５】
　制御部１１は、ステップＳ１２の実行後、ステップ１２における要求表示に応じてデー
タが入力された場合に、当該入力されたデータが、既に登録されているマイナンバーと一
致するか否かを判定する（ステップＳ１３）。より詳細には、ステップＳ１３において、
照合判定部１１Ｃが、第２の口座データとして登録（保存）されている口座とマイナンバ
ー（取引者識別データ）との対応関係と、カードによって特定される口座と入力されたマ
イナンバー（取引者識別データ）との対応関係と、が一致するか否かを判定する。
【００５６】
　制御部１１は、ステップＳ１３において、登録されているマイナンバーと一致すると判
定すると、ステップＳ１１に移り、取引種別に応じて取引処理を実行する。その後、取引
の終了処理を実行し（ステップＳ１５）、制御ルーチンを終了する。この終了処理は、例
えば、カード読取印刷機２０に取引の内容を記載した明細票を印刷させて排出させる処理
、又は取引カードをカード挿入排出口２１から排出する処理であってもよい。
【００５７】
　制御部１１は、ステップＳ１３において、登録されているマイナンバーと一致しないと
判定すると、取り扱えない旨、すなわち取引が実行できない旨を表示する画面をディスプ
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レイ１４Ａに表示させる（ステップＳ１４）。ステップＳ１４において、例えば図５Ｅに
示すような画面がディスプレイ１４Ａに表示される。その後、カード排出などの取引の終
了処理を実行し（ステップＳ１５）、制御ルーチンを終了する。
【００５８】
　制御部１１は、ステップＳ１０において、取引が許可されないと判定する（ステップＳ
１０：ＮＯ）した場合にも、取り扱えない旨の表示（ステップＳ１４）、取引の終了処理
を実行し（ステップＳ１５）、制御ルーチンを終了する。
【００５９】
　図６を参照しつつ、マイナンバー登録ルーチンについて説明する。制御部１１は、マイ
ナンバー登録ルーチンを開始すると、マイナンバーの登録を要求する画面を表示する（ス
テップＳ２１）。ステップＳ２１において、表示制御部１１Ａは、例えば、図７Ａに示す
ようなマイナンバー登録要求画面をディスプレイ１４Ａに表示させる。マイナンバー登録
要求画面には、例えば、マイナンバーを「登録する」「登録しない」「登録済」などの選
択を促すボタンが表示される。
【００６０】
　制御部１１は、ステップＳ２１の実行後、「登録する」が選択されたか否かを判定する
（ステップＳ２２）。制御部１１は、ステップＳ２２において、情報取込部１１Ｂ及びタ
ッチパッド１４Ｂを介して「登録する」ボタンが押されたか否かを判定する。
【００６１】
　制御部１１は、ステップＳ２２において、「登録する」ボタンが選択されたと判定する
（ステップＳ２２：ＹＥＳ）と、マイナンバーの入力を要求する画面をディスプレイ１４
Ａに表示させる（ステップＳ２３）。ステップＳ２３において、表示制御部１１Ａ及びユ
ーザインターフェース部１４は、取引者識別データ要求手段として機能する。ステップＳ
２３において、例えば図７Ｂに示すようなマイナンバー入力要求画面がディスプレイ１４
Ａに表示される。
【００６２】
　制御部１１は、ステップＳ２２において、「登録する」ボタンが選択されていないと判
定する（ステップＳ２２：ＮＯ）と、取り扱いができない旨の表示を行い（ステップＳ１
４）、終了処理を実行（ステップＳ１５）後、制御ルーチンを終了する。例えば、全ての
取引が取り扱いできないこととしても良く、取引者が選択している取引について取り扱い
ができない旨の表示を行ってもよい。
【００６３】
　制御部１１は、ステップＳ２３において、要求画面に応じて数字が入力された場合に、
入力された数字がマイナンバーであるか否かを判定する（ステップＳ２４）。より詳細に
は、入力された数字がマイナンバーに定められている要件を満たしているか否かを
当該判定は、識別者データ判定手段としての照合判定部１１Ｃによってなされる。
【００６４】
　例えば、当該判定は、総務省令第八十五号第五条に定められる算式を用いて検査用数字
（チェックデジット）を算出することでなされても良い。より詳細には、入力された１２
桁の数字のうちの末尾の数字を除いた１１桁の数字を用いて検査用数字を算出し、当該算
出された検査用数字と、入力された数字の末尾の数字とが一致するか否かを判定しても良
い。なお、取引者識別データがマイナンバー以外の識別子である場合にも、指定された取
引者識別データであるか否かを、各々定められた基準に従って、判定しても良い。例えば
、識別子に含まれるアルファベットの文字数又は数字の桁数等の基準に従って、判定する
こととしても良い。
【００６５】
　制御部１１は、ステップＳ２４において、入力された数字がマイナンバーではないと判
定する（ステップＳ２４：ＮＯ）と、例えば、図７Ｄに示すようにマイナンバーではない
ことを示し、再度の入力を促す画面をディスプレイ１４Ａに表示させる。
【００６６】
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　制御部１１は、ステップＳ２４において、入力された数字がマイナンバーであると判定
する（ステップＳ２４：ＹＥＳ）と、当該入力されたマイナンバーが既に登録されている
か否かを判定する（ステップＳ２５）。
【００６７】
　制御部１１は、ステップＳ２５において、入力されたマイナンバーが登録されていると
判定する（ステップＳ２５：ＹＥＳ）と、マイナンバー登録ルーチンを終了する。なお、
入力されたマイナンバーが登録されていると判定された場合、例えば、再度マイナンバー
の入力要求画面を表示して、他のマイナンバーを登録するか否かの選択入力を促すことと
しても良い。この場合、例えば、１つの口座に対して複数人のマイナンバーを登録するこ
とができる。
【００６８】
　制御部１１は、ステップＳ２５において、入力されたマイナンバーが登録されていない
と判定する（ステップＳ２５：ＮＯ）と、確認画面を表示して、当該入力されたマイナン
バーの登録を行うか否かについて選択入力を要求する（ステップＳ２６）。
【００６９】
　制御部１１は、ステップＳ２６の実行後、登録の「確認」ボタンが押されたか否かを判
定する（ステップＳ２７）。ステップＳ２７において、例えば図７Ｃに示すような登録確
認画面がディスプレイ１４Ａに表示される。
【００７０】
　制御部１１は、ステップＳ２７において、登録の「確認」ボタンが押されたと判定する
と、マイナンバー登録処理を実行する（ステップＳ２８）。当該マイナンバー登録処理に
おいて、当該入力された取引者識別データとしてのマイナンバーと、カード情報によって
特定される取引口座特定情報との対応関係が、第２の口座データとして、口座データ保持
手段としてのＣＲＭサーバ４００に保持される。ステップＳ２３乃至ステップＳ２８にお
いて、情報取込部１１Ｂは、データ取込手段又は取引者識別データ取込手段として機能す
る。
【００７１】
　制御部１１は、ステップＳ２８の実行後、例えば図７Ｅに示すような登録の完了を示す
画面をディスプレイ１４Ａに表示させ、マイナンバー登録ルーチンを終了する。
【００７２】
　制御部１１は、ステップＳ２７において、登録の「確認」ボタンが押されていないと判
定すると、取り扱えない旨の表示（ステップＳ１４）及び終了処理を実行し（ステップＳ
１５）、制御ルーチンを終了する。
【００７３】
　なお、制御部１１は、口座に対応するマイナンバーが登録されていないと判定した場合
に（ステップＳ７）、先に取引を実行し、取引終了後にマイナンバー登録ルーチンを実行
しても良い。
【００７４】
　また、制御部１１は、口座に対応するマイナンバーが登録されていないと判定した場合
に（ステップＳ７）、マイナンバー登録ルーチンを実行せずに、窓口などの自動取引装置
以外の手段による登録を誘導する画面をディスプレイ１４Ａに表示させても良い。例えば
、図８Ａに示すように、「窓口でマイナンバー登録をしてください」等の文字情報をディ
スプレイ１４Ａに表示させても良い。
【００７５】
　また、制御部１１は、選択された取引種別に応じて、マイナンバー登録が無くとも取引
を実行するか、又はマイナンバー登録が無ければ取引を実行しないこととしても良い。例
えば、マイナンバー登録ルーチンにおいて（図６のステップＳ２２）、「登録しない」が
選択された場合に、「預入」処理は実行し、「引き出し」処理は実行しないこととしても
良い。
【００７６】
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　なお、本制御ルーチンにおいて、マイナンバーがタッチバッド１４Ｂによって入力され
、これを情報取込部１１Ｂが取り込むことについて説明したが、マイナンバーは、マイナ
ンバーカード又はマイナンバー通知カードを介して取込まれても良い。例えば、カード読
取印刷機２０又は非接触型ＩＣカードリーダ/ライタ（図示せず）がマイナンバーカード
のＩＣチップに記録された情報を読み取って、場合によっては暗号化された情報を復号等
することで、マイナンバーを取込んでも良い。また、マイナンバー通知カードの画像又は
マイナンバーカードの画像が撮像入力部２２によって取込まれても良い。
例えば、図８Ｂに示すようにマイナンバーカードの挿入を要求する画面が表示されても良
い。
【００７７】
　以上、詳細に説明したように、本実施例のＡＴＭ１００を含む自動取引システム２００
によれば、ＡＴＭ１００における取引に際して、特定の取引者識別データであるマイナン
バーの登録が可能となり、マイナンバーの登録及びマイナンバーを使用しての取引を推奨
することができる。当該登録及び使用の推奨は、当該登録の有無を判定して行うことも可
能であり、高効率に、より多くの取引者による登録及び使用を促進することができる。
【００７８】
　従って、本実施例のＡＴＭ１００を含む自動取引システム２００によれば、金融機関等
への取引者識別データの容易な登録が可能となり、取引の安全性の向上及び取引にかかる
時間の短縮が可能となる。
【００７９】
　上記実施例では、ＣＲＭサーバ４００内に顧客情報ＤＢ４００Ａが備えられていること
として説明したが、顧客情報ＤＢ４００ＡはＡＴＭ１００内に備えられていてもよい。ま
た、顧客情報ＤＢ４００Ａはホストコンピュータ３００内に備えられていても良い。
【００８０】
　また、上記の実施例においては、ホストコンピュータ３００において、取引口座特定情
報の特定、暗証番号に関する判定、取引者識別情報であるか否かの判定及び取引許可の判
定を行う例について説明したが、当該取引口座特定情報の特定、暗証番号、取引者識別情
報及び取引許可の判定は、ＡＴＭ１００において行うこととしても良い。この場合、顧客
情報ＤＢ４００ＡがＡＴＭ１００内に備えられ、ＡＴＭ１００は、口座データを外部から
受信することなく、制御ルーチンを実行することができる。
【００８１】
　また、ＡＴＭを例に説明したが、上記構成及び取引制御ルーチンは、ＡＴＭ以外の現金
自動支払い機等の自動取引装置及び自動取引システムにおいても適用可能である。
【００８２】
　上述した実施例における種々の構成、制御ルーチンは例示に過ぎず、用途等に応じて適
宜選択及び変更可能である。
【００８３】
　上記の実施例において、取引者識別データとしては、「マイナンバー」を例にして説明
した。しかし、取引者識別データはこれに限らず、例えば行政手続きにおける特定の個人
を識別するための番号の利用等に関する法律（番号法）に定められる法人番号であっても
良い。また、取引者識別データは、上記マイナンバー又は法人番号以外のデータであって
、各個人及び法人に各々対応付けられた固有の番号、記号、或いはこれらの組み合わせで
あっても良い。
【００８４】
　例えば、取引者識別データは、免許証番号、パスポート番号、保険証番号、住民票コー
ド、社会保障番号等であっても良い。取引者識別データは、特定の金融機関側の取引口と
しての識別子ではなく、利用者自身の取引者としての識別子であれば良い。
【００８５】
　当該取引者識別データは、タッチバッド１４Ｂによる入力の他に、取引者識別データを
担持する媒体であるマイナンバーカード、マイナンバー通知カード、免許証、パスポート
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ードの読み取り又は撮像データの取得（撮像入力）によって取込まれても良い。また当該
読取り又は当該撮像入力により取込まれる取引者識別データを担持した媒体に関する情報
は、取引者の本人証明資料とすることができる。
【００８６】
　以上、説明したように、本発明の自動取引装置、自動取引システム及び自動取引プログ
ラムによれば、金融機関側で定められた識別子の他に、本来的に金融機関に関与しない個
人対応データである取引者識別データを活用し、特定の取引者識別データの登録を可能と
し当該特定の取引者識別データを登録する取引者数の増大を促進することができる。従っ
て、取引の安全性を向上し、取引にかかる時間の短縮を可能にする自動取引装置、自動取
引システム及び自動取引プログラムを提供することができる。
【符号の説明】
【００８７】
１００　　　　ＡＴＭ
２００　　　　自動取引システム
３００　　　　ホストコンピュータ
４００　　　　ＣＲＭサーバ
４００Ａ　　　顧客情報データベース
１１　　　　　制御部
１１Ａ　　　　表示制御部
１１Ｂ　　　　情報取込部
１１Ｃ　　　　照合判定部
１２　　　　　通信部
１３　　　　　記憶部
１４　　　　　ユーザインターフェース部
１４Ａ　　　　ディスプレイ
１４Ｂ　　　　タッチパッド
２０　　　　　カード読取印刷機
２１　　　　　カード挿入排出口
２２　　　　　撮像入力部
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